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序

幕
末
外
交
史
上
特
筆
す
べ
き
も
の
の
一
つ
に
、
徳
川
昭
武
の
渡

欧
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
幕
府
よ
り
欧
米
に
対
し
て
前
後
五
回

に
わ
た
っ
て
派
遣
さ
れ
た
使
節
の
中
の
第
五
回
目
に
あ
た
る
の
が

そ
れ
で
あ
る
。

即
ち
第
一
回
は
、
万
廷
元
年
遣
米
使
節
新
見
正
興
豊
前
守
一

行
、
第
二
回
は
、
文
久
二
年
遣
欧
使
節
竹
内
保
徳
下
野
守
一
行
、

第
三
回
、
文
久
一
一
一
年
過
仏
使
節
池
田
長
発
筑
後
守
一
行
、
第
四
回

慶
応
一
一
年
遣
露
使
節
小
出
秀
実
大
和
守
一
行
、
第
五
回
慶
応
三
年

遣
仏
使
節
徳
川
昭
武
民
部
大
輔
一
行
で
、
こ
の
外
に
慶
応
元
年
柴

田
剛
中
日
向
守
を
特
命
理
事
官
に
任
用
し
て
英
仏
両
国
に
派
遣
し

た
も
の
も
あ
る
。

幕
末
の
外
交
は
、
諸
外
国
の
貿
易
に
よ
る
経
済
的
進
出
に
よ
っ

て
開
か
れ
、
そ
の
た
め
に
起
る
政
治
的
折
衝
で
殆
ん
ど
埋
め
ら
れ

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
（
黒
江
）

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義

て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
遣
外
使
節
の
夫
々
に
は
そ
の
使
命
と
目

的
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
何
れ
も
徳
川
三
百
年
の
政
策
の
伝

統
を
破
っ
て
開
国
に
向
い
、
国
際
塲
裡
へ
進
出
し
よ
う
と
し
て
い

る
日
本
の
夜
明
け
前
と
し
て
の
時
期
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

徳
川
昭
武
の
渡
欧
に
も
、
そ
の
意
味
で
我
が
国
と
欧
州
各
国
と

の
政
治
的
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
我
が
国
と
の
外
交
や

通
商
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
押
し
出
し
て
来
た
英
・
仏
両
国
葛
藤

の
中
に
お
い
て
は
、
当
時
の
外
交
史
解
明
上
必
ず
見
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回
は
昭
武
本
来
の
使
命
た
る
万
国

博
覧
会
参
加
と
い
う
点
に
し
ぼ
っ
て
論
を
進
め
た
い
と
お
も
う
。

「
徳
川
昭
武
渡
欧
の
事
情

昭
武
は
水
戸
藩
主
斉
昭
の
第
十
入
子
と
し
て
嘉
永
六
年
九
月
二

十
日
に
生
れ
、
将
軍
慶
喜
の
弟
に
当
る
。
慶
応
二
年
十
一
月
廿
八

日
に
、
「
松
平
民
部
大
輔
来
年
於
仏
国
博
覧
会
有
之
候
に
付
為
御

黒

江
俊
子

一
五
九
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使
被
差
遣
候
旨
被
仰
出
之
」
（
第
一
）

と
い
う
達
書
が
水
戸
藩
家
老
衆
宛
に
出
さ
れ
た
。
当
時
昭
武
は
十

四
才
の
少
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
同
日
付
で
松
平
民
部

大
輔
昭
武
は
清
水
家
相
続
を
被
仰
付
、
向
後
徳
川
を
称
す
る
こ
と

に
な
り
、
更
に
種
々
の
手
続
き
を
経
て
将
軍
慶
喜
の
名
代
と
な

り
、
渡
仏
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
持
参
の
国
書
に
、

「
恭
し
く
ユ
ー
ヱ
マ
ー
イ
エ
ニ
プ
イ
ト
仏
蘭
西
国
帝
に
白
す
今
般
貴

国
都
府
に
於
て
宇
内
各
州
の
産
物
を
蒐
集
し
博
覧
会
の
拳
あ
り
と
き
く

定
て
同
盟
の
国
々
顕
貴
集
会
あ
ら
ん
事
と
遥
に
欣
羨
に
た
へ
す
依
て
余

か
弟
徳
川
民
部
大
輔
を
し
て
余
か
代
り
と
し
て
同
盟
の
親
誼
を
表
せ
し

む
い
ま
た
少
年
に
て
諸
事
不
馴
の
事
に
候
間
厚
く
垂
教
を
乞
ふ
且
右
礼

典
畢
て
其
都
府
に
留
学
せ
し
め
度
宜
く
教
育
あ
ら
れ
度
猶
追
々
生
徒
も

差
渡
す
へ
く
侯
間
其
筋
へ
命
令
あ
ら
れ
ん
事
を
乞
ふ
併
て
貴
下
の
幸
福

を
祝
し
貴
国
人
民
の
安
全
を
祈
る
不
宜
。
慶
応
三
年
丁
卯
正
月

源
慶
喜
」
（
第
己

と
あ
り
、
昭
武
は
仏
国
政
府
の
勧
誘
に
よ
り
、
万
国
博
覧
会
参
加

の
た
め
の
使
節
と
し
て
差
遣
わ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
序
を
以

て
御
条
約
済
各
国
を
巡
歴
し
、
そ
の
後
巴
里
に
留
ま
っ
て
諸
学
術

を
修
め
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
慶
応
三
年
「
卯
正
月
九
日
焼
第
四
時
民
部
大
輔
殿
御
乗

船
大
坂
よ
り
横
浜
江
着
港
即
日
同
所
脩
文
館
江
御
旅
宿
同
十
一
日

早
朝
仏
蘭
西
飛
脚
船
江
御
乗
組
同
日
第
九
時
横
浜
出
帆
」
と
い
う

法
政
史
学
第
一
五
号

こ
と
で
、
博
覧
会
開
期
に
測
る
約
三
ケ
月
前
に
出
発
し
た
の
で
あ

っ
た
。
今
こ
こ
に
そ
の
旅
程
の
概
略
を
記
し
て
ふ
る
と

噸
恥
信
奔
日
横
浜
発

（
西
歴
五
月
一
日
）

三
日
巴
里

三
日
上
海
着

壱
日
博
覧
会
開
く

一
一
一
百
伊
太
利

チ
ュ
ロ
ン

言
日
香
港
〃

三
月
六
日
博
覧
会
を
観

孟
日
フ
ロ
レ
ン
ス

る
二
三
日
柴
硯
〃

八
月
一
一
一
日
博
覧
会
を
又
Ｓ
日
朔
日
ミ
ラ
ン

観
る

完
日
新
嘉
坂
着

一
目
瑞
西
着

せ
日
リ
ポ
ン
ヌ

セ
日
歩
ル
シ
着

一
一
月
壱
日
錫
蘭
島
着

宕
日
マ
ル
タ
島

一
一
〈
日
亜
丁
着

ご
日
ベ
ル
ン

一
一
一
百
馬
塞
里

三
日
蘇
士
〃

二
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

一
一
一
一
一
日
リ
ヨ
ン

一
一
一
一
日
亜
歴
山
着

一
一
一
一
日
ベ
ル
ン

二
月
三
日
カ
レ
イ

三
〈
日
墨
西
掌
〃

六
日
海
牙

七
日
倫
敦

元
日
馬
塞
里
着

一
一
一
一
一
日
ア
ム
ス
テ
ル

三
日
ド
ヴ
ァ

ダ
ム

一
一
一
月
一
〈
日
黎
昂
着

一
一
四
日
ラ
イ
デ
ン

一
三
日
カ
レ
イ

巴
里

迄
日
巴
里
着

三
日
白
耳
義

ブ
ラ
ッ
セ
ル
明
治
元
年
九
月
巴
里
発

茜
日
ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
と
正
式
九
月
一
一
一
日
リ
ヱ
ー
ジ

一
一
一
月
一
一
一
日
横
浜
着

謁
見

で
、
約
一
一
年
間
の
行
程
で
あ
る
。
初
め
は
凡
そ
五
年
を
目
あ
て
に

使
命
を
果
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
維
新
の
政
変
と
水
戸
藩

主
慶
篤
の
莞
去
に
伴
う
相
続
問
題
で
急
に
帰
国
す
る
こ
と
に
た
つ

一
六
○
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獅
鋤
鞭
櫛
行
格
向
山
隼
人
正

”
州
鱒
癖
術
格
山
高
石
見
守

歩
兵
奉
行
保
科
俊
太
郎

御
支
配
向

組
頭
田
辺
太
一

調
役
日
比
野
清
作

同
杉
浦
愛
蔵

同
並
出
役
生
島
孫
太
郎

”
柵
瀦
郵
鮒
蕊
作
貞
一
郎

通
弁
御
用
山
内
六
一
一
一
郎

》『議洲“”洲木村宗三
噸
鋤
朧
雑
役
渋
沢
篤
太
夫

小
姓
頭
取
菊
地
平
八
郎

と
あ
る
・
こ
れ
ら
随
員
は
ｌ
博
覧
会
を
、
的
の
一
つ
と
し
て
、

同
時
に
渡
航
し
た
他
の
人
菫
そ
う
で
あ
る
が
ｌ
何
を
見
、
何

を
我
に
将
来
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、
我
が
国
に

お
い
て
、
こ
の
。
ハ
リ
ー
博
覧
会
に
参
加
出
品
し
た
の
が
博
覧
会
な

る
も
の
に
接
し
た
最
初
で
あ
り
、
我
が
博
覧
会
な
る
語
の
起
源
が

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
（
黒
江
）

た
。

つ
ぎ
に
出
帆
当
時
の
随
員
氏
名
を
挙
げ
る
と
、

井
坂
泉
太
郎

奥
詰
加
治
椎
三
郎

皆
川
源
吾

大
井
三
郎
右
衛
門

三
輪
端
蔵

服
部
潤
次
郎

奥
詰
医
師
高
松
凌
雲

右
之
分

大
砲
差
図
役
勤
方
山
内
文
次
郎

剛
癖
蠅
搬
時
家
来
横
山
主
税

海
老
名
郡
次

小
笠
原
壱
岐
守
家
来

伝
習
生
壱
人

尾
崎
俊
蔵

御
頼
に
而
御
周
旋
方

い
た
し
候
英
の
通
弁
官

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
。

シ
ー
ホ
ル
ト

こ
れ
よ
り
起
っ
た
と
い
う
事
実
を
以
っ
て
す
れ
ば
》
そ
の
意
義
は

深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
博
覧
会
の
会
期
と
出
品
規
則

そ
れ
で
は
、
博
覧
会
の
会
期
と
主
意
及
規
則
は
ど
ん
な
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
慶
応
三
年
三
月
に
外
国
奉
行
か
ら
町
奉

行
衆
へ
宛
て
た
御
触
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。

「
仏
国
博
覧
会
主
意
並
規
則
書

仏
国
都
府
博
覧
会
之
儀
は
各
国
之
生
産
品
物
天
造
人
工
之
差
別
無
之
広

、
、

く
宇
内
之
産
物
を
一
所
に
相
集
め
観
覧
を
広
め
智
識
を
増
し
候
を
本
旨

と
致
し
候
趣
に
有
之
候

（
慶
応
一
一
一
年
一
一
一
月
一
一
十
七
日
）

一
、
西
洋
千
八
百
六
十
七
年
第
五
月
一
日
開
局
六
ヶ
月
相
立
閉
局
之
積
に

候
事

一
、
諸
品
物
之
儀
は
開
局
よ
り
閉
局
迄
錺
付
置
尤
右
品
之
内
望
之
老
有
之

候
節
は
相
対
に
而
直
組
致
し
閉
局
之
後
に
至
り
取
引
致
候
規
則
に
候

事

但
差
出
候
品
物
は
都
而
無
税
之
事

一
、
展
覧
場
中
に
而
手
細
工
に
致
し
候
品
に
は
望
人
有
之
次
第
即
時
売
払

候
而
も
不
苦
尤
無
税
に
候
事

但
職
人
は
蒔
絵
師
金
銀
細
工
師
紙
師
陶
器
師
大
工
指
物
師
等
宜
敷

趣
尤
諸
入
費
は
都
而
自
分
賄
に
候
事

一
、
大
神
楽
手
品
独
楽
廻
し
等
之
芸
人
罷
越
候
儀
勝
手
次
第
之
事

但
願
出
候
老
有
之
候
節
は
諸
入
費
は
都
而
自
分
賄
に
候
事

一
一
ハ
ー
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法
政
史
学
第
一
五
号

一
、
品
物
は
新
規
之
物
に
は
不
相
限
旧
き
品
に
而
も
不
苦
候
問
可
成
丈
よ

る
し
ぎ
品
差
出
侯
事

一
、
品
物
は
一
種
一
品
に
は
不
相
限
数
品
差
出
侯
而
も
不
苦
候
事

一
、
品
物
差
置
候
場
所
借
受
候
に
は
敷
金
等
差
出
侯
に
不
及
候
事

但
錺
付
方
入
用
は
差
出
侯
事

一
、
品
物
は
当
五
月
（
慶
応
二
年
）
中
迄
に
坂
揃
置
六
・
七
月
頃
仏
国
よ

り
軍
艦
渡
来
い
た
し
候
趣
に
付
着
次
第
積
込
シ
ヱ
ス
迄
差
送
り
同
所

よ
り
歴
山
亜
迄
蒸
気
車
夫
よ
り
他
船
に
而
仏
国
都
府
迄
差
送
侯
積
り

尤
横
浜
よ
り
シ
ヱ
ス
迄
之
船
賃
は
差
出
に
不
及
候
へ
共
同
所
よ
り
仏

国
都
府
迄
運
送
賃
は
銘
々
差
出
侯
事

一
、
差
出
侯
品
物
之
内
最
上
之
分
へ
は
仏
国
政
府
よ
り
褒
賞
差
出
候
積
右

褒
賞
受
候
品
は
各
国
之
品
よ
り
相
勝
候
儀
に
付
追
々
万
国
よ
り
注
文

受
候
趣
に
候
事
」
桑
一
一
一
）

と
あ
る
よ
う
に
、
会
期
は
一
八
六
七
年
五
月
一
日
（
慶
応
一
一
一
年
三
月

二
十
七
日
）
よ
り
同
年
十
一
月
四
日
（
慶
応
三
年
十
月
八
日
）
ま
で
の

六
ヶ
月
間
で
、
出
品
は
一
般
か
ら
の
応
募
形
式
を
採
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
後
の
澳
国
博
覧
会
（
一
八
七
一
一
一
。
明
治
六
）
に
、
政
府
に
お

い
て
一
切
の
出
品
を
採
集
せ
ら
れ
た
の
と
は
異
る
所
で
あ
る
。

こ
こ
で
特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
規
則
書
中
の
「
万
国
よ
り
注

文
受
候
趣
に
候
事
」
と
い
う
項
目
で
、
こ
の
こ
と
は
我
が
商
人
に

と
っ
て
相
当
魅
力
あ
る
こ
と
ば
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
万
国
博

覧
会
に
対
す
る
意
識
を
強
め
さ
せ
、
次
へ
の
発
展
の
素
地
を
作
ら

せ
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
否
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
、
我
が
出
品
者
の
範
囲

慶
応
二
年
四
月
十
五
日
の
出
品
申
告
達
書
の
中
に

「
（
前
略
）
万
石
以
上
以
下
領
分
知
行
出
産
之
物
品
同
所
へ
差
送
り
度

望
之
者
は
其
筋
へ
可
中
立
侯
且
つ
百
姓
町
人
に
而
も
同
様
差
出
度
も
の

は
御
差
許
可
相
成
候
間
是
亦
其
筋
へ
可
申
立
候
」
（
第
三
）

と
あ
る
よ
う
に
、
各
藩
及
び
百
姓
町
人
ま
で
も
募
集
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
実
際
出
品
さ
れ
た
の
は
、

幕
府
の
出
品
’
一
八
七
箱
、
江
戸
町
人
’
一
五
八
箱
、
佐
賀
藩
出

品
’
五
○
六
箱
、
薩
摩
藩
出
品
’
四
八
○
箱
と
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
問
題
な
の
は
薩
摩
藩
の
出
品
態
度
で
あ
っ
て
、
当
時
幕
府
博

覧
会
掛
の
出
品
事
務
計
画
と
し
て
は
一
応
出
品
物
は
全
部
江
戸
へ

運
上
し
検
閲
を
経
て
長
崎
か
ら
出
荷
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が

（
第
三
）
便
法
と
し
て
目
録
だ
け
幕
府
に
出
し
て
、
品
物
は
長
崎
に

置
き
長
崎
奉
行
に
お
い
て
其
の
目
録
と
照
合
し
、
検
閲
済
の
も
の

は
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に
発
送
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
薩
摩
藩

は
幕
府
に
何
等
の
許
も
得
ず
、
「
日
本
薩
摩
の
政
府
」
と
書
い
た

節
の
下
に
勝
手
に
一
一
百
五
十
六
箱
と
、
そ
の
後
続
い
て
一
一
百
二
十

四
箱
英
船
に
積
荷
し
て
博
覧
会
に
出
品
し
た
。
」
」
れ
に
は
、
日
本

に
お
け
る
仏
英
両
国
の
複
雑
な
対
立
と
、
薩
幕
関
係
の
政
治
的
瓦

つ
ぎ
に
、
ど
ん
な
人
々
が
こ
の
博
覧
会
に
出
品
し
て
い
る
の
か

そ
の
範
囲
を
た
ず
ね
て
ふ
よ
う
。

一
一
ハ
ー
ー
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目
が
表
わ
れ
て
い
て
微
妙
な
形
勢
と
な
り
、
仏
国
公
使
そ
の
他
関

係
者
を
憂
慮
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
慶
応
三
年
九
月
、
支

配
向
之
者
琉
球
王
之
偽
称
を
私
定
致
候
と
の
風
説
弁
解
仕
申
上
侯

書
付
」
と
題
し
た
向
山
隼
人
正
の
上
申
書
に
詳
細
に
書
か
れ
て
い

る
。
（
第
一
一
一
）
当
時
仏
国
は
幕
府
に
非
常
な
厚
意
を
寄
せ
て
い
た
け

れ
ど
も
、
英
国
は
薩
摩
と
結
び
、
幕
府
に
対
し
て
い
た
の
で
こ
う

し
た
こ
と
が
お
こ
り
、
こ
の
こ
と
が
昭
武
の
渡
欧
の
途
上
、
寄
港
地

の
歓
迎
振
り
な
ど
に
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
た
が
（
第
一
航
西
日
記
）

今
は
そ
れ
に
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

四
、
出
品
目
録

１
幕
府
お
よ
び
江
戸
商
人
よ
り
の
出
品
物

「
仏
国
博
覧
会
江
御
差
送
相
成
候
品
物
目
録
書
差
上
候
儀
に
付
申
上
侯
書

付
博
覧
会
掛

外
国
奉
行

仏
国
博
覧
会
江
御
差
出
可
相
成
御
品
戈
此
程
中
不
残
御
差
送
相
成
候
に

付
右
目
録
書
弐
冊
並
商
人
共
よ
り
差
送
り
侯
品
書
付
も
同
断
都
合
四
冊

差
上
申
候
為
先
頃
中
英
公
使
よ
り
以
書
簡
右
博
覧
会
之
節
被
差
遣
候
役

を
並
品
物
可
差
出
者
之
名
前
品
書
付
共
承
知
致
し
度
旨
申
立
其
節
御
返

簡
に
添
右
之
書
付
何
れ
も
被
差
遣
候
儀
に
有
之
然
る
処
品
物
目
録
書
之

儀
は
多
少
之
品
数
に
て
認
方
手
間
取
候
間
御
控
之
分
は
迫
て
差
上
可
申

積
外
国
奉
行
よ
り
中
上
侯
得
共
前
書
差
上
侯
目
録
書
之
儀
は
即
英
公
使

江
御
達
相
成
候
物
と
同
様
之
儀
に
付
右
之
分
は
最
早
別
段
差
上
不
申
侯

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
（
黒
江
）

以
上
は
幕
府
か
ら
差
出
さ
れ
た
品
目
で
そ
の
一
つ
一
つ
に
は
詳
細

な
説
明
や
題
名
が
附
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
今
は
省
略
す
る
。

依
之
目
録
書
四
冊
相
添
此
段
申
上
侯
以
上

卯
二
月
（
慶
応
一
一
一
年
）

小
栗
上
野
介
（
外
五
名
連
記
）
」
（
第
一
一
一
）

と
あ
っ
て
都
合
四
冊
の
目
録
書
（
第
三
）
が
残
さ
れ
て
あ
る
が
、
そ

の
品
目
録
を
要
約
す
る
と
、
左
の
通
り
と
な
る
。

仰
幕
府
よ
り
の
出
品
物

官
服
之
部

一
一
種
・
一
一
点
耕
作
之
事
を
記
せ
る
書

武
器
之
部

一一○種・一一○一一一点
〈
部
。
一
一
壱
冊

書
籍
之
部

辞
書
・
英
和
対
訳
字
書
三
冊

名
所
を
記
せ
る
書
一
一
〈
部
・
一
禿
冊
〃
・
和
蘭
字
彙
’
一
一
つ
部

草
木
培
養
を
記
せ
る
書
九
部
・
窒
冊

（
一
部
・
三
冊
）

碁
将
棋
之
事
を
記
せ
る
書

図
画
之
部

茜
種
・
一
一
一
一
一
点

一
〈
部
。
一
一
一
冊
音
楽
器
之
部
一
一
一
種
・
一
一
一
点

画
式
之
書

一
一
一
部
・
９
冊
漆
器
之
部

七一一種・一一一一一点

生
花
の
事
を
記
せ
る
書

彫
器
之
部

三
種
・
土
点

四
部
・
毛
冊
陶
器
之
部

珸
種
・
二
七
点

数
術
之
書

一
一
部
・
一
一
一
冊
金
属
器
之
部
一
一
種
・
禿
点

家
屋
製
造
之
事
を
記
せ
る
書

雑
品
之
部

一一一一一種・一元一一一点

一
一
部
・
四
冊

（第一一一）

一ハーー
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法
政
史
学
第
一
五
号

②
江
戸
商
人
よ
り
の
出
品
物

武
器
之
部

九
種
・
二
点

衣
服
之
部

一
一
五
種
・
一
三
点

織
物
之
部

一
一
三
種
。
一
一
一
己
点

音
楽
器
之
部

一
一
種
・
一
一
一
点

漆
器
之
部

四
一
一
一
種
・
一
一
三
点

金
属
器
之
部

西
種
・
巴
点

陶
器
之
部

一
一
一
種
・
己
一
点

彫
器
之
部

己
種
・
二
〈
点

髪
錺
之
部

四
種
・
一
一
三
点

図
画
之
部
附
書
籍
一
一
一
一
種
・
一
西
点

以
上
千
百
八
十
点
で
流
石
に
商
人
よ
り
出
品
し
た
も
の
は
、
国
産

品
と
し
て
商
業
的
価
値
の
高
い
も
の
が
多
く
、
外
国
人
に
対
し
て

は
相
当
珍
奇
に
思
わ
れ
そ
う
な
も
の
が
特
に
選
ば
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
出
品
物
に
対
し
て
は
、
｜
応
の
規
準
が
あ
っ
た

の
で
あ
っ
て
、
慶
応
一
一
年
二
月
一
一
一
日
、
池
田
播
磨
守
か
ら
勘
定
奉

行
へ
町
人
共
の
出
品
物
に
対
す
る
紹
介
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

勘
定
奉
行
か
ら
次
の
よ
う
な
返
書
が
あ
っ
た
。

「
御
書
面
之
趣
承
知
い
た
し
候
品
書
並
規
則
等
几
別
紙
之
通
り
に

有
之
候
間
尚
又
早
々
御
触
達
し
有
之
候
様
い
た
し
度
依
之
別
紙
相

添
御
挨
拶
秀
御
達
お
よ
ひ
侯
」
（
第
二
）
と
あ
り
、
「
別
紙
」
と
し

傘
履
之
部

紙
之
部

穀
実
之
部

食
料
品
之
部

家
屋
之
部

農
具
之
部

駕
篭
之
部

雑
品
之
部

一〈種・’’’’一一点

九
種
・
穴
点

三
種
・
三
点

ご
種
・
―
―
西
点

一
一
種
・
一
一
点

九
種
。
｜
一
因
点

一
一
一
種
・
垂
点

西
種
・
天
点

（
第
三
）

て
「
仏
国
博
覧
会
江
可
差
遣
品
書
」
と
「
仏
国
博
覧
会
規
則
書
」

が
添
え
て
あ
る
。
こ
の
規
則
書
は
前
掲
の
分
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の

で
あ
る
が
、
但
し
一
項
目
だ
け
。
、
細
工
物
其
外
都
而
舶
来
之

品
不
相
用
事
」
と
い
う
一
条
が
あ
り
、
純
国
産
品
の
ゑ
を
持
ち
込

も
う
と
す
る
幕
府
の
意
図
的
企
画
が
よ
く
見
え
て
い
る
。
又
「
可

差
遣
品
書
」
に
は
出
品
物
の
規
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
出

品
物
（
前
掲
の
商
人
よ
り
の
出
品
目
録
）
を
照
合
し
て
ふ
る
と
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

２
佐
賀
藩
よ
り
の
出
品
物

仏
国
領
事
宛
佐
賀
藩
か
ら
の
出
品
覚
書
を
見
る
と
、

「
仏
同
士
へ
差
遣
候
佐
賀
家
展
覧
物
品
立
書
」
に
茶
碗
類
・
Ⅲ
類

・
丼
類
・
鉢
類
・
重
類
取
合
・
徳
利
・
植
木
鉢
類
・
錦
手
小
間
物
坂
合

・
花
瓶
類
等
締
め
て
陶
器
五
百
弐
拾
箱
、
内
拾
四
箱
破
損
に
付
不

積
入
（
第
二
）
と
あ
り
、
都
合
五
百
六
箱
と
し
て
送
ら
れ
て
あ
る
。

佐
賀
藩
か
ら
は
何
と
い
っ
て
屯
名
産
の
陶
器
が
多
数
出
品
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
で
、
藩
の
産
業
政
策
の
中
に
企

画
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
頷
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る

後
の
澳
国
博
覧
会
の
時
は
、
政
府
の
採
集
出
品
計
画
の
中
に
佐

賀
県
の
磁
器
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
「
肥
前
侯
の
用

意
」
と
い
う
も
の
の
強
い
意
欲
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

お
も
う
。

３
薩
摩
藩
の
出
品
物

一
六
四
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つ
ぎ
に
問
題
の
薩
摩
藩
を
ゑ
て
み
よ
う
。

慶
応
二
年
九
月
の
覚
書
に
、

「
仏
岡
士
江
差
遣
候
薩
州
家
展
覧
物
品
立
書
」
（
第
二
）

「
琉
球
国
出
産
之
品
八
種
、
国
産
塗
器
二
十
種
、
同
陶
台
五
種
、
同
鉱

石
類
二
種
、
同
諸
材
木
十
種
、
同
植
物
種
物
、
同
農
業
道
具
四
種
、
茶

器
二
四
種
、
竹
細
工
物
四
種
、
竹
細
工
物
五
種
、
反
布
十
三
種
、
小
間

物
類
十
九
種
、
茶
・
白
蝋
・
煙
草
類
、
樟
脳
硫
黄
類
等
合
わ
せ
て
弐
百

弐
拾
五
箱
、
内
六
箱
破
損
に
付
不
積
入
分
」

と
あ
り
、
こ
の
品
書
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
仏

国
領
事
デ
ウ
イ
リ
ー
の
取
計
ら
い
で
何
と
か
面
目
が
立
つ
よ
う
に

し
た
た
め
覚
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
お
も
う
。
以
下
少

し
く
そ
の
間
の
事
情
を
知
る
史
料
を
漁
っ
て
ふ
る
と

「仏岡士より差出候横文和解（騒哩一一ハガ、一コ一一一八）
一
、
巴
里
府
の
万
国
展
観
場
江
出
さ
ん
と
志
し
た
る
薩
州
の
産
物
を
入
れ

マ
マ

合
せ
た
る
箱
物
を
運
上
所
を
経
過
せ
す
し
て
船
積
す
る
事
を
護
せ
し
め

絵
は
ん
事
を
薩
侯
の
名
代
人
予
に
請
へ
り

一
、
右
日
本
の
物
件
外
国
諸
邦
の
展
観
物
の
如
く
運
上
所
之
取
扱
な
く
し

て
日
本
国
を
輸
出
し
て
仏
朗
西
国
に
至
る
事
両
国
政
府
に
お
ひ
て
妨
碍

ｌ
略
’

一
、
薩
摩
の
太
守
或
る
外
国
の
人
含
と
意
を
通
す
る
事
あ
る
故
に
必
ず
右

箱
物
を
我
輩
の
意
に
背
叛
し
て
輸
送
せ
ん
と
す
る
左
思
ひ
猶
勢
権
と
威

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
住
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
（
黒
江
）

な
か
る
へ
し

と
あ
る
よ
う
に
、
仏
領
事
デ
ウ
イ
リ
ー
は
種
灸
苦
心
し
て
、
自
分

の
品
物
と
し
て
出
し
ほ
し
い
、
検
閲
を
免
除
し
船
積
を
許
し
て
も

ら
い
た
い
と
ま
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
デ
ウ
イ
リ
ー
は

一
六
五

力
を
特
に
闘
論
を
発
し
此
密
送
成
し
遂
げ
ん
と
す
へ
き
を
思
い
是
に
処

す
へ
し
且
大
名
の
政
治
を
確
実
に
す
へ
き
良
策
を
得
た
り
ま
さ
に
日
本

の
幸
福
な
る
へ
し
是
別
事
に
あ
ら
す
薩
侯
の
名
代
人
を
し
て
自
か
ら
右

物
品
を
送
り
出
す
こ
と
能
は
さ
ら
し
む
る
に
あ
り

ｌ
略
’

一
、
此
英
船
は
仏
朗
西
の
伝
信
船
よ
り
後
れ
て
巴
里
府
に
着
す
る
に
因
り

（
博
覧
会
亜
総
裁
）

子
横
浜
に
至
る
の
後
諸
事
巨
細
に
ミ
ニ
ス
ト
ル
に
告
報
せ
は
ミ
ニ
ス
ト

ル
儀
右
薩
侯
の
物
品
を
外
の
日
本
産
物
と
共
に
会
場
に
出
さ
ん
為
に
委

事
を
我
政
府
に
申
立
る
な
る
へ
し

一
、
此
等
の
事
件
都
て
密
か
に
取
計
ふ
拙
者
の
言
葉
を
信
用
し
給
ふ
へ
し

子
主
さ
に
此
一
条
の
捷
功
を
奏
し
両
国
の
政
府
我
今
日
の
所
業
を
知
ろ

へ
し
其
意
い
か
ん
と
な
れ
は
予
今
此
箱
物
の
主
と
な
れ
り
此
故
に
鎮
台

尊
下
も
亦
此
箱
の
主
た
る
事
明
ら
か
な
り

一
、
事
情
如
斯
な
る
か
故
に
希
は
く
は
尊
下
運
上
所
の
司
長
に
命
令
し
て

右
物
品
を
今
日
船
積
す
る
事
を
許
し
給
ふ
へ
し
右
船
は
唯
此
箱
物
之
為

に
遅
滞
し
あ
る
故
に
積
請
次
第
開
帆
す
へ
し

ｌ
略
ｌ

尊
下
の
辱
僕
生

ヱ
ル
・
デ
ウ
イ
リ
ー

長
崎
鎮
台
江
呈
す
」
（
第
一
一
）
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能
勢
大
隅
守
に
「
仏
岡
士
デ
ュ
リ
ー
よ
り
も
懇
々
申
聞
候
趣
に
て

は
方
今
之
形
勢
英
国
初
其
他
帝
国
人
之
内
兎
角
諸
侯
江
私
親
を
通

し
度
存
念
之
者
も
有
之
右
品
物
差
廻
方
之
儀
に
付
御
取
扱
振
彼
是

手
数
相
掛
夫
が
為
自
然
延
滞
候
様
に
て
彼
等
如
何
様
之
手
段
を
以

密
々
差
廻
方
好
計
相
働
候
哉
難
計
万
一
右
様
之
次
第
に
至
り
侯
て

は
外
国
江
対
し
御
不
体
裁
は
勿
論
第
一
御
威
光
に
も
差
響
可
申
云

々
」
と
言
い
、
デ
ウ
イ
リ
ー
自
身
も
本
国
に
対
し
「
役
前
兆
難
相

▼
こ
く
な
る
か
ら
、
荷
物
は
一
々
自
分
が
引
受
封
印
之
上
本
国
其

場
所
役
筋
之
も
の
江
向
け
書
簡
を
つ
げ
て
送
ろ
う
と
言
っ
て
い

る
。し
か
し
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
仏
人
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
策
謀
あ
り
イ

ワ
シ
タ
（
岩
下
佐
次
右
衛
門
）
の
勲
章
事
件
等
あ
り
薩
州
は
博
覧

会
場
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
独
立
国
の
よ
う
な
体
裁
で
出
品
し
臨
ん

だ
の
で
あ
っ
た
。

五
、
褒
賞

当時の仏国新聞訳（鵬酢印趨一一）を見ると、
「
千
八
百
六
拾
七
年
第
七
月
一
日
一
遜
脈
一
一
一
桴
九
日
）
サ
ン
ヅ
リ
チ
ヱ
イ
の

ア
ン
ヂ
ス
ト
リ
ー
宮
に
お
い
て
博
覧
会
褒
賞
の
配
分
あ
り
ｌ
略
Ｉ
今
蚊

に
博
覧
会
に
出
品
せ
し
人
数
は
六
万
人
に
及
ふ
且
産
物
の
量
少
な
く
と

も
一
一
万
八
千
噸
を
下
ら
ず
如
斯
衆
多
の
品
物
を
速
妙
に
こ
れ
を
陳
羅
す

ろ
を
得
し
は
他
た
し
此
会
の
為
に
欧
州
大
地
に
蒸
気
車
鉄
軌
を
新
営
し

法
政
史
学
第
一
五
号

か
く
ま
で
多
数
の
褒
賞
あ
り
と
い
へ
と
も
猶
其
賞
す
へ
き
を
遣
す
も
の

多
か
る
へ
し
ｌ
下
略
ｌ
」

と
見
え
、
各
国
か
ら
そ
の
技
を
競
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
出
品
物
に

対
し
て
は
、
相
当
の
手
続
き
を
と
っ
て
褒
賞
が
行
わ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

我
が
国
の
出
品
物
も
そ
の
選
に
入
り
、
異
邦
に
あ
っ
て
初
め
て

の
記
念
す
べ
き
栄
誉
を
受
け
た
。

（
大
｝
杉
金
の
〆
タ
イ
ル
）

ガ
ラ
ン
ブ
リ
ー

金
メ
タ
イ
ル

銀
〆
タ
イ
ル

其
交
際
を
便
利
に
せ
し
に
よ
れ
り
ｌ
略
ｌ
如
此
大
業
を
僅
の
日
月
の
中

に
な
す
に
幸
に
そ
の
功
を
奏
せ
り
就
て
は
此
国
の
為
に
は
衆
人
の
誉
を

博
し
ま
た
皇
帝
の
褒
賞
に
預
る
へ
し
と
す
世
人
博
覧
会
に
つ
き
て
は
万

国
の
品
物
を
比
較
し
学
術
進
歩
の
輔
翼
と
す
る
こ
と
は
驚
く
へ
ぎ
程
な

り
ｌ
略
ｌ
右
様
に
其
力
を
競
ふ
内
に
就
て
ま
た
其
最
者
を
撰
主
ざ
る
を

得
す
右
は
此
会
掛
り
の
も
の
は
多
務
な
る
に
よ
り
こ
れ
を
ジ
ュ
リ
ー
ア

ン
ト
ル
ナ
シ
ュ
ナ
ー
ル
愈
鍵
桁
蛇
し
に
委
任
せ
り
是
は
各
国
の
産
物
貿

易
等
に
明
か
な
る
人
の
会
社
な
り
其
人
等
は
各
国
を
お
も
ふ
の
心
な
き

に
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
事
皆
正
理
に
基
き
私
の
依
枯
な
ぎ
そ
の
動
を
な

せ
り
其
心
を
以
て
各
国
の
各
其
先
を
競
ふ
の
意
を
抑
へ
其
煩
を
禅
か
ら

す
功
を
奏
す
る
に
い
た
り
し
事
今
日
こ
れ
を
陛
下
の
前
に
謹
白
す
其
褒

賞
を
頒
ち
左
の
次
第
を
以
て
せ
り

六
四

八
八
三

三
六
五
一
一
一

一ハーハ褒紫
詞銅

六
五
六
三

五
八
○
三
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当
時
の
向
山
隼
人
正
よ
り
の
上
申
書
に
、

「
Ｉ
前
略
ｌ
御
国
産
之
内
養
蚕
漆
器
手
細
工
物
並
紙
第
一
等
之
褒
賞
に

相
成
候
旨
に
て
本
月
二
日
右
掛
り
之
も
の
別
紙
摺
写
之
通
黄
金
大
形
〆

タ
イ
ル
持
参
い
た
し
民
部
大
輔
御
請
取
相
成
申
候
右
褒
賞
に
預
り
侯
は

御
国
之
外
数
箇
国
に
限
り
格
別
御
国
栄
に
も
相
成
候
俵
に
付
民
部
大
輔

殿
よ
り
其
段
仏
帝
江
御
調
書
被
差
遣
私
よ
り
も
博
覧
会
副
総
裁
ミ
ニ
ス

ト
ル
デ
タ
江
謝
書
差
送
申
侯
１
以
下
略
Ｉ
」
（
第
一
）

と
見
え
、
特
に
日
本
の
特
産
品
た
る
養
蚕
・
漆
器
・
手
細
工
物
・

和
紙
が
第
一
等
の
名
誉
た
る
大
形
の
金
メ
ダ
ル
を
か
ち
得
た
と
い

う
こ
と
は
、
本
邦
製
品
が
世
界
を
相
手
に
し
て
の
自
信
と
抱
負
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
劃
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

な
お
精
良
之
品
差
出
侯
も
の
及
掛
り
の
者
へ
も
褒
賞
の
こ
と
が

あ
り
、
民
間
商
人
或
は
工
匠
に
も
夫
々
優
秀
な
毛
の
に
対
し
メ
ダ

ル
が
配
分
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
我
が
国
生
産
者
に
と
っ
て
、
強
い
刺
戟
を

受
け
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
又
欧
人
賞
讃
の
的
と
な
る
物
が

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
上
に
は
貴
重
な
機
会
と
資
料

を
与
え
て
く
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
褒
賞
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま

我
が
産
業
を
振
興
す
る
上
に
役
立
っ
た
と
見
る
の
は
早
計
で
、
む

し
ろ
同
時
に
我
が
国
が
各
国
出
品
物
の
何
を
見
て
来
た
か
と
い
う

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
（
黒
江
）

六
、
出
品
物
の
始
末
と
販
売
価
格

つ
ぎ
に
莫
大
な
費
用
を
償
し
て
運
上
搬
入
し
た
博
覧
会
の
出
品

物
は
如
何
に
始
末
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
慶
応
三
年
十
月

廿
五
日
「
仏
国
博
覧
会
江
御
廻
し
之
御
品
御
払
直
段
之
儀
に
付
相

伺
候
書
付
」
（
第
三
）
を
見
る
と
、
其
侭
持
帰
っ
て
は
、
費
用
も
か

か
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
望
之
者
へ
払
下
げ
た
方
が
よ
い
し
、
値
段

は
、
「
海
陸
運
送
賃
並
外
箱
詰
方
人
足
賃
迄
分
割
を
以
割
掛
、
其

上
三
割
之
御
益
金
見
込
先
御
払
直
段
」
と
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
、

し
か
し
欧
州
で
の
御
国
物
品
売
捌
は
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
彼
地
之
景
況
も
難
相
分
、
各
国
と
の
振
合
も
あ
る
し
、

値
段
の
点
で
利
益
ば
か
り
を
考
え
て
い
て
は
自
然
望
之
者
も
無
之

損
失
と
な
る
か
ら
実
地
に
お
い
て
臨
機
の
取
計
い
を
す
る
よ
り
い

た
し
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
。

実
際
に
は
当
時
の
国
産
品
取
扱
方
が
認
め
て
い
た
元
代
帳
（
第

一
一
一
）
に
風
袋
諸
雑
費
が
加
え
ら
れ
て
、
販
売
価
格
又
は
売
却
契
約

価
格
が
き
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

で
は
こ
れ
ら
の
販
売
に
は
ど
ん
な
方
法
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。
向
山
隼
人
正
・
栗
本
安
芸
守
と
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ド
及

び
シ
ベ
リ
ヲ
ン
の
間
に
結
ば
れ
た
売
却
契
約
書
（
獺
帥
距
、
十
一
、
五
）

一
六
七

こ
と
に
大
い
な
る
意
義
と
価
値
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
後
節
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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を
見
る
と
、

「
ｌ
前
略
’

一
、
モ
ッ
シ
ュ
ー
ル
・
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ド
右
取
締
方
を
心
得
る
は
其
コ
ン

シ
ュ
ル
セ
子
ラ
ー
ル
た
る
職
掌
外
の
事
た
る
を
以
て
日
本
政
府
其
謝
金

と
し
て
品
物
売
払
高
の
五
分
を
同
人
江
与
へ
ん
と
許
る
し
た
り

一
、
モ
ッ
シ
ュ
ー
ル
・
シ
ベ
リ
ヲ
ン
は
売
捌
方
を
全
く
引
請
け
且
日
本
政

府
損
失
な
か
ら
し
め
ん
様
常
を
注
意
し
取
扱
ふ
に
付
博
覧
会
中
よ
り
仕

来
の
通
品
物
売
払
高
の
一
割
を
謝
金
と
し
て
受
坂
る
へ
し

「
右
品
物
の
員
数
並
元
価
は
別
冊
目
録
書
之
通
な
り

Ｉ
略
’

一
、
右
品
物
売
払
方
之
儀
は
品
物
を
差
出
し
た
６
日
よ
り
二
ヶ
年
の
間
な

り
と
定
む
く
し
と
雌
も
若
し
右
期
限
の
内
に
此
度
定
め
た
る
売
払
の
仕

方
に
て
も
売
捌
方
不
宜
又
望
人
少
な
き
様
子
に
て
日
本
政
府
に
大
な
る

損
失
あ
ら
ぱ
モ
ッ
シ
ュ
ー
ル
・
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ド
及
び
モ
ッ
シ
ュ
ー
ル

・
シ
ベ
リ
ヲ
ン
両
人
に
て
実
直
に
右
品
物
売
払
の
取
済
方
並
に
之
れ
に

属
せ
る
諸
入
費
を
減
す
る
手
段
を
商
議
し
之
れ
を
日
本
外
国
事
務
局
へ

申
越
し
其
指
揮
を
待
つ
べ
し
Ｉ
略
ｌ

追
加
一
ケ
条

一
、
別
冊
価
付
よ
り
安
価
に
は
売
払
間
敷
併
し
万
一
下
直
に
売
払
ふ
品
あ

り
と
も
総
品
之
価
に
て
元
価
に
劣
ら
ざ
る
様
売
捌
く
べ
く

１
以
下
略
Ｉ
Ｌ
（
第
一
一
一
）

と
あ
り
、
博
覧
会
出
品
払
下
げ
及
士
産
物
を
除
い
た
残
余
品
の
販

売
が
仏
国
商
物
仲
買
業
者
シ
ベ
リ
ヲ
ン
に
委
託
さ
れ
た
わ
け
で
、

品
物
は
巴
里
の
最
繁
華
街
に
移
さ
れ
そ
こ
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
シ
ベ
リ
ヲ
ン
が
日
本
政
府
（
幕
府
）
か
ら
預
か
っ
た
品
物
は

目
録
を
見
る
と
千
十
四
点
と
あ
る
が
、
こ
の
外
更
に
同
様
の
契
約

を
向
山
・
フ
ロ
リ
を
中
に
立
て
、
江
戸
商
人
（
六
右
衛
門
代
）
二
郎

・
卯
三
郎
と
の
間
に
も
結
ん
で
い
る
。

こ
の
契
約
は
、
は
じ
め
一
八
六
七
年
九
月
廿
六
日
、
日
比
野
二

郎
・
卯
三
郎
と
シ
ベ
リ
ヲ
ン
と
の
間
に
結
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が

一
八
六
八
年
一
月
十
日
、
前
契
約
を
廃
し
て
新
た
に
坂
結
ん
だ
も

の
で
あ
り
、
期
間
が
三
年
間
で
あ
る
こ
と
、
及
び
七
万
五
千
フ
ラ

ン
ク
を
前
渡
し
年
六
分
の
利
を
と
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
借
渡
高

は
シ
ベ
リ
ヲ
ン
品
物
売
捌
方
か
ら
差
引
く
こ
と
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。シ
ベ
リ
ヲ
ン
ヘ
依
頼
し
た
請
負
の
販
売
価
格
は
、
慶
応
三
年
博

覧
会
御
差
出
価
付
帳
〔
壱
・
弐
〕
（
第
三
）
に
載
っ
て
い
る
が
、
残

り
品
に
○
印
を
付
し
、
一
一
年
乃
至
三
年
の
期
間
を
お
い
た
と
い
う

こ
と
も
、
そ
の
整
理
に
は
相
当
の
苦
心
と
手
段
が
払
わ
れ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
期
間
が
過
ぎ
て
も
売
り
捌

け
な
か
っ
た
場
合
は
謝
金
は
除
い
て
、
自
身
の
入
費
で
骨
折
ろ

う
。
そ
れ
で
も
な
お
残
る
品
物
が
あ
れ
ば
無
償
で
本
国
へ
送
り
返

そ
う
と
い
う
一
札
ま
で
入
れ
て
い
る
所
を
見
る
と
（
第
三
）
シ
ベ
リ

ヲ
ン
の
覚
悟
の
程
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
シ
ベ
リ
ヲ
ン
に
宛
て

た
謝
礼
金
の
書
付
が
残
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
な
お
い
く
ぱ

一
六
八
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く
か
の
残
余
品
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

出
品
物
は
こ
の
よ
う
に
全
部
仏
人
に
請
負
わ
せ
た
の
か
と
い
う

と
そ
う
で
も
な
く
、
商
人
自
身
せ
り
売
り
を
し
た
場
合
も
あ
っ

た
。

「
博
覧
会
江
差
出
候
私
共
荷
物
之
儀
に
付
是
迄
品
を
申
上
候
趣
も
御
座

候
得
共
猶
篤
と
勘
考
仕
候
処
元
来
右
荷
物
之
儀
は
擢
売
に
仕
度
見
込
に

御
座
侯
間
何
卒
去
る
六
日
奉
願
置
候
書
面
之
通
会
場
諸
入
費
私
共
よ
り

可
差
出
分
几
五
万
三
千
七
百
七
拾
八
フ
之
内
シ
ペ
リ
ヲ
ン
方
に
預
け
有

之
・
分
壱
万
七
千
フ
ラ
ン
有
之
候
間
残
り
三
万
六
千
七
百
七
拾
八
フ
程
は

暫
時
御
操
替
置
フ
ロ
リ
方
江
留
置
候
荷
物
当
月
十
七
日
（
纒
巡
一
一
一
七
）
迄

に
相
渡
侯
様
御
引
合
被
成
度
左
候
へ
は
来
る
十
八
日
鹸
群
計
匹
羅
売
仕

右
売
捌
代
を
以
拝
借
金
之
分
上
納
可
仕
候
付
而
は
会
場
諸
入
費
高
之
儀

は
御
掛
り
様
に
而
御
吟
味
之
上
増
減
共
被
仰
渡
通
無
相
違
差
出
侯
様
可

仕
候
其
余
都
而
前
文
申
上
侯
願
面
之
通
御
聞
済
被
成
下
候
様
仕
度
依
之

猶
又
此
段
願
上
侯
十
一
月
十
三
日
卯
三
郎
」
（
第
一
）

こ
れ
は
向
山
隼
人
正
宛
に
、
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ト
に
預
け
た
自
分

（
卯
三
郎
）
の
荷
物
を
か
え
す
よ
う
坂
計
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ

れ
を
肥
藩
せ
り
売
り
し
た
場
所
で
行
い
た
い
（
第
己
と
い
う
申
出

で
あ
る
。
佐
賀
藩
も
せ
り
売
り
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
に
し
て
も
、
荷
物
を
早
く
処
理
す
る
た
め
に
は
又
止
む
を
得

な
い
手
段
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
な
お
残
っ
た
品
物
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
（
黒
江
）

七
、
博
覧
会
が
我
に
将
来
し
た
ち
の

昭
武
渡
欧
の
随
員
の
一
人
で
あ
る
渋
沢
栄
一
の
航
西
日
記
の
中

に
「
博
覧
会
を
観
る
に
倍
す
」
（
噸
耐
値
し
と
題
し
て
次
の
よ
う

な
見
学
一
記
事
が
あ
る
。

「
人
工
の
精
し
く
学
芸
の
新
な
る
欧
州
競
ふ
て
著
鞭
の
先
を
争
ふ
故
に

此
の
会
に
出
せ
る
物
品
は
何
れ
も
巧
智
を
究
め
著
廃
を
尽
し
声
価
を
世

界
に
博
め
む
と
す
故
に
蒸
気
機
関
の
如
き
智
機
の
霊
工
意
匠
の
惨
淡
看

破
す
べ
き
所
と
い
へ
ど
も
我
輩
其
学
に
連
せ
ざ
れ
ぱ
其
理
を
推
究
す
る

能
は
ず
雲
烟
過
眼
に
着
了
す
る
こ
と
遺
憾
と
い
ふ
く
し
只
其
見
る
所
に

拠
れ
ば
亜
米
利
加
よ
り
出
せ
る
耕
作
器
械
紡
績
器
械
は
就
中
其
尤
た
る

も
の
と
称
す
べ
し
英
国
は
之
に
亜
ぐ
の
説
あ
り
ｌ
中
略
ｌ
学
術
器
械
は

我
輩
其
術
芸
に
通
ぜ
ざ
る
に
よ
り
其
発
明
の
可
否
を
認
ろ
能
は
ず
と
い

へ
ど
も
医
師
道
具
及
測
量
器
の
如
き
最
品
類
多
く
見
へ
就
中
人
身
解
剖

一
六
九

か
。
後
の
澳
国
博
覧
会
参
同
記
要
に
見
え
る

「
千
八
百
六
十
七
年
巴
里
博
覧
会
に
出
陳
セ
ン
日
本
品
ニ
ン
テ
売
却
ス

ル
ヲ
得
ザ
リ
シ
モ
ノ
許
多
ア
リ
之
ヲ
巴
里
ノ
某
氏
二
委
托
シ
置
ケ
ル
ー
ー

澳
国
博
覧
会
の
拳
ア
ル
マ
デ
売
却
ノ
機
ナ
カ
リ
シ
ガ
該
会
二
於
ケ
ル
日

本
品
一
タ
ビ
好
評
ヲ
博
ス
ル
ャ
此
残
品
モ
忽
チ
購
買
シ
夫
ラ
レ
タ
リ
ト

ー
云
う
」

と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
維
納
府
博
覧
会
ま

で
持
ち
越
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
こ
で
巴
里
の
出
品

物
が
好
評
裡
に
始
末
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
驚
き
は
そ
の
ま
ま
当
時
の
日
本
人
の
驚
き
で
あ
り
先
進
諸
国

の
出
品
物
の
前
に
立
ち
、
学
術
究
理
の
発
明
器
械
の
便
利
さ
、
能

率
の
高
さ
を
見
て
は
、
如
何
に
も
し
て
そ
れ
を
近
い
将
来
に
お
い

て
我
に
将
来
し
た
い
も
の
と
考
え
た
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ

瑞
西
を
以
て
第
一
と
し
た
電
信
機
に
つ
い
て
は
早
速
慶
応
三
年

八
月
八
日
購
入
の
手
続
を
と
っ
て
い
る
（
第
己
。
そ
し
て
、
そ
の

用
法
の
伝
習
を
受
け
る
た
め
に
、
田
辺
太
一
・
箕
作
貞
一
郎
両
人

が
差
遣
わ
さ
れ
た
。
言
葉
も
十
分
通
じ
兼
ね
た
両
人
の
習
学
も
並

大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
お
も
う
が
、
瑞
西
電
機
製
造
所
長
・
同
電

信
学
校
長
の
厚
意
で
気
永
く
教
授
を
受
け
会
得
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
時
の
様
子
は
両
所
宛
の
謝
状
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
（
第
一
）

な
お
そ
の
ほ
か
、
三
十
数
ヶ
国
よ
り
の
出
陳
物
に
対
す
る
観
察

の
範
囲
は
実
に
広
汎
に
亘
り
、
欧
州
の
風
谷
習
慣
は
勿
論
、
政
治

っ
た
で
あ
ろ
う
。

法
政
史
学
第
一
五
号

の
真
形
を
模
せ
し
紙
細
工
な
ど
精
工
無
比
と
覚
ゆ
又
越
列
機
篤
児
以
て

図
画
を
模
出
せ
る
器
械
あ
り
新
発
明
な
る
よ
し
電
線
機
の
新
製
な
る
を

多
く
出
せ
し
は
瑞
西
を
以
て
第
一
と
せ
り
ｌ
中
略
Ｉ

几
此
の
場
中
欧
州
人
と
い
へ
ど
も
一
週
日
左
歴
ろ
に
非
ざ
れ
ぱ
尋
常
看

了
す
る
能
わ
ず
況
や
其
学
術
窮
理
上
に
関
係
す
る
学
識
強
記
の
も
の
に

あ
ら
ざ
れ
ぱ
耐
へ
ざ
る
べ
し
我
輩
言
語
通
ず
る
能
は
ず
識
見
几
劣
な
る

加
ふ
る
に
交
際
公
務
あ
り
て
数
日
縦
観
ず
る
を
得
ざ
る
に
よ
り
全
く
夢

裡
の
仙
遊
其
光
景
の
一
斑
を
模
糊
に
記
す
る
の
承
」

一
七
○

・
経
済
・
美
術
・
工
芸
・
軍
事
等
百
般
の
こ
と
に
及
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
は
何
ら
か
の
形
で
我
が
国
に
持
ち
込
ま
れ
我
が
文
明
の
前

進
に
役
立
っ
た
こ
と
は
、
多
彩
な
明
治
文
化
の
足
跡
を
見
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。

殊
に
こ
の
時
、
佐
賀
藩
か
ら
の
博
覧
会
の
事
務
官
長
と
し
て
派

過
せ
ら
れ
た
佐
野
常
民
が
、
六
年
後
の
澳
国
博
覧
会
の
副
総
裁
と

し
て
就
任
し
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
並
び
に
随
員
の
一
人

で
あ
る
渋
沢
栄
一
が
後
の
実
業
界
の
大
立
物
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
、
機
未
だ
熟
せ
ざ
る
幕
末
の
混
乱
期

に
こ
の
拳
あ
り
、
こ
れ
に
従
っ
た
人
台
の
中
か
ら
、
産
業
・
経
済

・
文
化
万
般
に
及
ん
で
明
治
初
期
を
形
成
す
る
も
の
を
輩
出
さ
せ

た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

結
雪叩

昭
武
は
博
覧
会
で
の
任
務
を
果
し
た
後
、
英
・
白
・
蘭
・
瑞
西

・
伊
の
締
盟
諸
国
を
歴
訪
し
、
当
時
欧
州
に
あ
っ
た
日
常
の
文
化

機
関
に
は
殆
ん
ど
接
触
し
た
わ
け
で
あ
っ
た
が
、
殊
に
新
聞
・
蒸

汽
車
（
鉄
道
）
・
電
報
。
銀
行
そ
し
て
軍
事
教
練
等
我
に
足
ら
ざ
る

も
の
は
一
と
し
て
見
逃
す
こ
と
な
く
持
込
ゑ
た
い
と
い
う
希
望
と

責
任
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

昭
武
の
使
命
が
所
期
の
目
的
の
よ
う
に
単
に
幕
府
の
威
信
を
中

外
に
宣
揚
す
る
た
め
の
糸
な
ら
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
幾
許
か
の
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誤
謬
を
犯
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
諺
当
時
の
巴
里
の
都
に
と
っ
て

は
好
意
的
以
外
の
受
け
入
れ
方
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ヌ
ロ

セ
ス
の
そ
の
勧
誘
は
、
倒
産
一
歩
手
前
に
あ
る
幕
府
を
盛
り
立
て

よ
う
と
し
た
仏
国
の
政
策
で
あ
り
、
一
種
の
投
資
企
業
と
ゑ
て
差

支
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
期
に
お
い
て
博
覧
会
に
出
品
し
た
と
い
う
こ
と
は

そ
の
動
機
が
如
何
様
で
あ
ろ
う
と
も
、
前
述
の
如
き
点
に
お
い
て

長
い
鎖
国
政
策
の
中
に
あ
っ
た
日
本
が
急
速
に
先
進
文
明
将
来
の

機
会
を
捉
え
た
と
い
う
こ
と
に
真
の
価
値
を
認
め
ね
ば
な
ら
な

い
。更
に
こ
の
こ
と
は
、
時
恰
も
開
国
に
向
う
途
上
、
新
興
日
本
の

近
代
的
経
済
様
式
へ
移
行
す
る
一
端
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
当

時
、
幕
府
（
江
戸
）
と
そ
の
周
辺
及
び
佐
賀
。
薩
摩
か
ら
世
界
市

場
へ
接
近
し
よ
う
と
す
る
強
力
に
意
図
的
産
業
政
策
の
萠
芽
が
、

で
て
来
て
い
る
と
見
て
差
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
が
明
治
六
年
、
明
治
政
府
の
政
策
と
し
て
打
出
さ
れ
た
産

業
の
近
代
化
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
維
納
府
博
覧
会
に
参
同
し
た

意
義
の
前
提
と
し
て
も
高
い
歴
史
的
価
値
を
も
つ
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。註

史
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